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研究調査報告

プラスティネーション標本を用いた獣医解剖学実習とその評価
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Adoptionofplastinationspecimeninveterinaryanatomypractice
anditsevaluationbystudents
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Summary:Theveterinaryanatomypracticewasdonebyusingboththeplastinationspecimensandtheanimalbody

forthreeyears(2009-20日).wllenthepracticeended,thedescI･iptivestudyontheutilityo川1ePIastinationspeci-

menwasexecutedtotheparticipant,Theevaluationofp)astinationspecimenwasobtainedasfoHows:])thespeci-

m enwaseffectiveintheveteI･inaTYanatomyPractice ;2)itiseffectivetouseanimalbodytogetherw州1the

specimeninthepractice;3)thespecimencanalsobeusedforself-teaching;4)thespecimenisusedin山elec【LLre

oftheveterinaryanatomy.Thelectureandpracticeinveterinaryanatomycanbpvimproveduslngthep】asti｡atjon

specimen.
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緒 言

獣医解剖学は獣医学の基礎となる領域であり,

獣医学を学び始めた学生が講義や実習を受講する.

獣医学は多種の動物を対象としているため,動物

間の解剖学的差異を比較することはとても大切な

ことである.特に獣医解剖学実習は学生が初めて

受講する本格的な専門科目に関する実習であると

いえよう.実習材料には,新鮮と体 (新鮮生標本)

やホルマリン固定した各種臓器標本を用いる場合

が多い.新鮮生標本を用いた獣医解剖学実習は,

他のどの様な材料よりも,諸臓器の位置関係や形

態,手触 り,色調など多くの正確な知識を得るこ

とがきるO しかし近年,実習に+分な動物の数と

種頬を用意するのは,園難になってきている.さ

らに,平成17年 6月に公布された改正動物の愛護

及び管理に関す る法律 には "3R"が明文化

された (東海林克彦 2006). 3Rとはすなわち.

replacement(科学上の利用の目的を達することが

できる範囲において,できる限り動物を供する方

法にかわり得るものを利用すること),L･eductjon

(科学上の利用の目的を達することができる範関

において,できる限りその利用に供される動物の

数を少なくすること)及びre月nement(その利用

に必要な限度において,その動物に苦痛を与えな

い方法によってしなければならない)である.つ

まり解剖学を担当している教員は,実習で用いる

新鮮生標本の数を減らす努力をこれまで以上にし

なければならない.さらに,新鮮生標本を用いた
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場合,メスや刀を用いて各部の剖出を行 うが,そ

の際に学生が怪我をする危険性や感典症に感典す

るかもしれないという問題点がある.また,安価

で標本を簡単に保存できるため,解剖学 ･組織学

の教育研究に繁用されてきたホルマリンは,現在

では換気装置がなければ実質的に取り扱 うことが

できないし(特定化学物質障害予防規則等の改正,

厚生労イ動省),長期保存 した固定標本は脱色や変

形が見られるといった問題点がある.それに対し,

プラスティネーション標本は, ドイツ ･-イデル

ベルク大の研究者によって1980年代に実用化され

た標本作製技術で,基本原理は標本に含有される

水分や脂肪分をアセ トン等の媒介溶剤を介 して,

プラスティックなどの合成樹脂へ置換 して作製

する (YonHagens1979iTiedenlann皮vonHagens

1982).本標本は,ホルマリン固定標本に比べ,

l)素手で触れることができる,2)保管が容易で

ある,3)形崩れ しにくい,といった利点がある.

今回,作製 した動物臓器プラスティネーション標

本を獣医解剖学実習で新鮮生標本とともに使用 し,

2009-2011年の受講生に実習終了時に,プラスティ

ネーション標本の使用に関する質問調査を実施 し,

本標本に関する評価をまとめたので報告する.

材料および方法

調査は,獣医解剖学実習を受講 した獣医学科

2年生 (2009-20日年)の合計96名を対象にして

実施 した.2009年と2010年の解剖学実習は週 1回

の開溝で,主に内臓系の観察を14回に分けて実施

した.2011年は週2回の開講で,骨学や筋学といっ

プラスティネーション標本を用いた獣医解剖学実習に関する調査票

(D今までに解剖字実習で使用した牛や鶏の新鮮生標本と比べてプラスティ
ネーション模本はどうでしたか?手触りや匂いなど何でも結嫌ですので感想
を書いてください｡

②プラスティネーション篠本など材料を用いた解剖学実習をどう思いますか?
(1)賛成 (2)反対 (3)どちらでもない

その理由を書いてください

@プラスティネーション模本を使って自学自習できるとしたら､利用しますか?
(1)利用する (2)利用しない

(3)その他(意見を下に暮いてください)

⑥解剖学実官の全てをプラスティネーション棟木などの材料を用いて行うこと
についてどう患いますか?

(1)焚成 (2)反対 (3)どちらでもない
その理由を書いてください

図1 プラスティネーション標本を用いた獣医解
剖学実習に関する調査票,

たこれまでは 1年生のときに受講していた実習と

平行 して,内臓系の実習を実施 した.今回,プラ

スティネーション標本を実習で用いることに関す

る研究調査のために,解剖学実習の12回を牛,馬,

鶏および犬の新鮮生標本を用いて内臓系の観察を

行った.その後 2回を牛,局,犬.鶏の全身ある

いは各臓器のプラスティネーション標本を用いて

観察を実施 し,傑本間で形態,手触 り,色調等を

比較観察できるようにした.さらに実習の最後に,

図 1に示す質問調査を実施 した. なお木実習で

用いた動物の臓器プラスティネーション標本は,

既知の方法を改変して.宮崎大学戯学部獣医解剖

学研究室において作製されたものを用いた (Von

Hagens1987;Holladay1989;坂本由美,梶田博

司 2007).

結果および考察

質問調査に対する回答は78名から得ることがで

き,回収率は約81.3%であった.まず始めに,新
鮮生標本とプラスティネーション標本を比較 し,

解剖学実習で使える材料であるかどうかについて,

受講生に意見を記述してもらった.プラステイネ-

ション標本を用いる実習に肯定的な意見には,①

形が固定されているので観察しやすい,②新鮮生

標本と比べ,持ち上げたり動かしたりしても,切

れたり壊れたりする心配がない,③臭いもなく,

本物より観察 しやすかった,@血管の走行などが

観察しやすく,片付けも楽でいい,G)気軽に触れ

るのでよかった,⑤実習が楽であった,⑦プラス

ティネーション標本に触れる機会があまりないの

で,非常に参考になった,などがあった.一方,

否定的な意見には,①硬くて臭くないが,おもちゃ

の様であった,②色調や手触りが新鮮生標本と同

じでないのが不軌 ③解剖する過程も大切である

と思うので,プラスティネーション標本を使 うの

は不満である,などがあった.肯定的な意見の多

くから理解できることは,プラスティネーション

標本が獣医解剖学実習でも使えるだけの質を持っ

ているということであり,獣医解剖学など獣医学

専門教育の導入時に用いるには十分であると考え

られる.否定的な意見の①および②にあるプラス

ティネーション標本と新鮮生標本との間に観察さ

れる硬さや色調の違いは,標本作製時における固

定時間,脱水および脱脂時間によっても左右され
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る.特に脱水による標本の硬化は,厚みのある臓

罪 (肝臓や心臓の心室壁)などには顕著に観察さ

れる.硬さや色調をできるだけ新鮮生標本に近い

状態にする標本作製方法を,今後検討 していく必

要がある.

次に.プラスティネーション標本を用いた解剖

学実習に関 して,賛否とその理由を聞いた結果を

図2に示 した.賛成意見には,①動物を殺す頭数

を減らせるので賛成,②きれいに整っており,形

態を観療するにはプラスティネーション標本はす

ぼらしい,③新鮮生標本だと出血などで観察しに

くくなることがあるが,プラスティネーション標

本だと観察しやすい.◎実習材料がない場合には

プラスティネーション桜本は有効である,⑤実習

時間が短縮できる.⑥新鮮生標本とプラスティネー

ション標本を組み合わせるべきだ,などがあった.

反対意見には,①標本が硬いため観察 しにくく,

新鮮生標本を使ったときのような達成感がない,

②新鮮生標本を用いて解剖する方が,諸臓器の関

連や形態がわかりやすい,などがあった.どちら

でもないという意見には,(》実習はできるだけ新

鮮生標本を使ってやりたい,②プラスティネーショ

ン標本は実習材料がない場合には有効である,③

プラスティネーション標本は補助的に使 うべきで

あり,新鮮生標本を使って実際に解剖 して観察 し

たい,などがあった.解剖学実習にプラスティネー

ション横木を用いることに関しては約 6割以上の

学生が肯定しているが,約 3割の学生がどちらで

もないと答え,きわめて少数であるが,否定的な

図2 プラスティネーション標本などの材料を用
いた解剖学実習に対する焚否.

意見が出された.どちらでもないおよび否定的な

意見の中には,標本が硬いことや,標本は各臓器

単位で観察することが多いため,臓器間の位置関

係,栄養血管や機能血管の走行など理解 しにくい

ところがあったためだと考えている.そこで実習

の組み立て方を工夫 して,まず始めに新鮮生標本

を使った実習を行い,臓器間の位置関係などを学

習 した後,諸臓器のプラスティネーション標本で

実習を行えば,違う動物縄であったとしても臓器

間の関連性等も理解 しやすいのではないかと考え

られた.さらに常に多種類の動物の臓器標本があ

れば,実習中に比較 して学習でき,教育効果も上

がると考えられた｡

次に,プラスティネーション標本を使って自学

自習できるとすれば利用するか?との質問の結果

を図 3に示 した.ほとんどの学生が,自学自習に

標本を使いたいと答えている｡具体的な意見とし

ては,①機会があれば利用したい,②観察 しやす

いし気軽にできると思う,などがあった.プラス

ティネーション標本は常温で保存でき,素手で触

れかつ感染症などの心配もなく安全であるといえ

よう.よって,従来の解剖学実習のように教員の

監督下でなくても自学自習用の教材として 卜分活

用できるであろう.今後,本標本を用いて常設の

自学自習できる環境を整えていく必要性があると

思われた.

最後の質問で,今後獣医解剖学実習の全てで新

鮮生標本を使わずに,プラスティネーション標本

などの材料を用いて実施するとした場合の賛否と

図3 プラスティネーション標本を用いた自学自
習についての賛否.
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図4 解剖学実習をプラスティネーション標本で
行うことについての華モ否.

意見を聞き,その結果を図4に示 した.結果とし

て,ほとんどが反対意見であった.賛成意見とし

ては,プラスティネーション標本の方が楽で観察

しやすい,というのがあった.反対意見には,①

解剖学実習で,新鮮生標本を使って勉強させても

らったことが,獣医師になる学生にとって大きな

意味があると思 う,②新鮮生標本でないと,硬さ

や,色調など,標本だけではわからないところが

多い,③実際の解剖手順を学び技術を向上させた

い.(む血管の走行など,新鮮生標本の方が確認 し

やすかった,⑤プラスティネーション標本だけで

なく,新鮮生標本も使 う必要がある,⑥自分の手

で解剖 していきながら,臓器間の関連性を確認 し

ていく方が理解できるし,全体のつながりがわか

りやすい,⑦プラスティネーション標本は,本物

の臓器から作製 しているとはいえ,色調や硬さは

新鮮生標本とは異なる,⑧全てを標本にするのは

反対で,必要な材料がないときに標本を使えばい

いと思う,⑨新鮮生標本を用いた方が,臓器の配

位が理解 しやすく,実際に解剖 していくことで技

術が向上する.また,獣医師が命を扱 う職業であ

ることを動物のと体と接することで理解できるし,

標本材料のみであると動物が物であるような錯覚

に陥るかもしれない.ただ しあくまでも,動物を

殺すことを肯定するのはなく無益な殺生はしたく

ない,⑳牛や馬などの大きい動物を標本にするこ

とは難 しいと思 うし,筋肉の走行等は新鮮生標本

の方が観察しやすい,⑬自分で解剖 して臓器を採

出したものを観察する方が勉強になるし,モチべ-

ションがあがる.⑫実習なので本物で勉強したい,

などがあった.

今回質問調査で回答を得られた受講生は,新鮮

生標本とプラスティネーション標本の両方を使っ

て解剖学実習を行 う機会があった.よって受講生

は解剖学実習を受けていく中で,それぞれの利点

と欠点を理解できたのであろうと思われた.した

がって,どちらか一方を用いた実習では不十分で

あり,解剖学教育に課せられた,使用する動物数

の軽減と解剖学教育の質の充実といった相反する

ことを満たすために,新鮮生標本とプラスティネー

ション標本の併用が最も効果的であると考えられ

た.さらに,プラスティネーション標本を用いて,

常に様々な動物の各種臓器を手にとって比牧解剖

できることは,獣医学生にとっても高い教育効果

が得られると考えられた.

本論文は,獣医解剖学実習で新鮮生標本とプラ

スティネーション標本の両方を用い ,受講生にプ

ラスティネーション標本の実習での使用に関して

質問調査を実施 し,その結果をまとめたものであ

る.得られた結果は,獣医解剖学の講義や実習を

行っていく上でとても有結なものとなった,つま

り,①プラスティネーション標本は獣医解剖学実

習で十分使用できると評価された,②実習では新

鮮生標本とプラスティネーション標本を併用する

ことでより効果が上がると考えられる,③プラス

ティネーション標本の数と種類をさらに充実させ

る必要がある,④獣医解剖学の実習だけでなく,

講義にも活用できる,⑤学生の自学自習を積極的

にサポー トしていく体制を構築 していく.などの

評価および改善点を整理することができた.また,

獣医学科は獣医師を養成する過程であるので,専

門知識を講義および実習の受講によって得てもら

わなければならないが,これまで以上に,実習で

用いる材料をプラスティネーション標本等に置き

換えていくことで,動物数を減らす努力をし,命

に向かい合 う真剣な姿勢を示さなくてはならない

賀任が教員にはあるだろう.

和文要約

2009-2011年の3年間,動物臓器プラスティネー

ション標本と新鮮と体の両方を用いて,獣医解剖

学実習を行った.実習終了時に,受講生にプラス

ティネーション標本の有用性に関する質問調査を
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実施 した.その結果,1)プラスティネーション

標本は獣医解剖学実習で十分使用できると評価さ

れた,2)実習では新鮮 と体とプラスティネーショ

ン標本を併用することでよ り効果が上がる,3)

プラスティネーション標本を使って自学自習でき

るシステムを構築する,4)獣医解剖学の講義に

おいてもプラスティネーション標本を活用する,

など獣医解剖学の講義および実習において,今後

改善できる所が明らかになった.

キーワー ド:学生評価,獣医解剖学実習,プラ

スティネーション標本.
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